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教養をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。
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'75年

8円14日から 3RI日lは、十且i列の

な産業まつりと o

名物にな った歩行者天国は、子

ども たちにとって格好の遊び月九

旭町商1苫l!iが子どもたちにと企

画 した 「路 仁の落:!.~大会J と「竹

tzh競走」には50人のチピ y子が参

加lして大にきわい。 円ごろ遊びな

れない竹時でもす ぐ乗りこ なす現

代 y子は元気はつらって=楽しそう。

月号
No. 207 

子どもに人気の歩行者天国

」



ど議会の動き

第
三
回
臨
時
町
議
会

は
八
月
十
三
日
聞
か
れ

一
般
会
計
補
正
一十
円
件
、
条
例
の
一
部

改
正
と
総
合
体
育
館
建
設
、
八
東
小

中
子
校
災
害
但
旧
工
事
な
ど
の
消

n

契
約
六
円
を
帯
議
し
、
い
ず
れ
も
即

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
総
合
体
育
館
の
内
容
は
問
、
パ
ペ

ー
ジ
で
特
住
点
し
て
い
ま
す
)

総額14億1千万円の被害

臨
時
町
議
会

般
会
計
予
算
を
追
加

。

一
般
会
計
補
正
予
算

抜
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
六
百
七
十

九
万
九
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

十
七
位
六
千
二
丙
四
十
九
万
二
一
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

山川H川削""川 附川""州"'""""'畑山川州酬"'"山田""'"

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
総
合
体
育

館
挫
設
工
事
的
に
つ
他
一二
千
六
百
万
円
、

体
行
館
設
北
白
理
委
託
料
六
百
六
十
一
力

円
、
日
進
附
桁
地
水
道
官
移
一品工
事
的

問
白

一卜
八
万
九
千
刊
、

r
校
体
育
連

山
交
付
金
二
ト
九
万
円
、

日
進
舟
の
京
建
築
設
討

委
託
料
二
イ
八
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

duJ
初
訂
正
さ
れ

で
い
た
フ
ァ
ミ
リ
ス

ポ
l

y
七
ノ
タ
l
の
建

設
工

H
的
、
設
計
官
理

香
託
料
な
ど

一
位
内
干

F
H
-
1
1
六
万
円
が
減
額

さ
れ
ま
し
た
。

fhl 
J，j[ こ
支れ
n'， (二
世対

"し
千歳
九入
I可は

毎
可
、
各
地
に
浸
水
や
説
く
ず
れ
、

家
屋
の
倒
か
い
、
柿
m
k
流
失
と
い
っ
と

多
く
の
被
害
を
う
け
で
い
ま
す
。

と
く
に
八
月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日

に
か
け
て
各
地
を
襲
っ
た
台
風
五
号
、

六
号
は
、
本
町
で
も

一
山
凶
ミ
リ
灯
と

い
う
集
中
京
間
に
よ
り
ぷ
稲
、

uJ鈴
郭

在
ど
の
農
作
物
に
二
倍
士
千
二
百
万
円
、

道
路
、
橋
梁
、
河
川
に
二
位

一
千
万
円
、

そ
の
他
施
設
に
九
位
三
千
万
円
と
総
傾

で」
l

四
位
千
六
百
万
円
と
い
う
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

よ
く

『災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
』
と
か

『備
え
あ
れ
ば
量
い
な

し
』
な
ど
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

『自
分
の
と
こ
ろ
は
だ
い
じ
よ
う
ぷ
』

と
軽
い
気
持
ち
ゃ
油
断
を

せ
ず
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
非
常
用
品
の
準
備

い
ざ
と
い
う
時
に
、

あ
わ
て
な
い
よ
う
に
非

常
持
出
品
と
し
て
、
懐

中
屯
灯
、
水
筒
、
非
常

食
、
下
着
、
現
金
、
武

重
品
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ラ
ジ
オ
、
ロ
ー
プ
な

こんごの気象情報に注意

台
風
五
号
で
川
と
間

違
う
ほ
ど
冠
水
し
た
春

日
井
地
区
の
水
稲
地
帯

四
十
五
万
七
千
円
、
町
的
九
千
九
百
万

円
、
財
政
淵
狩
基
金
繰
入
金
三
千
三
百

万
円
、
諸
収
入
四
百
二
十
八
万
九
千
円

な
と
が
兄
込
ま
れ
ま
し
た
。

。一
謀
、
室
設
置
条
例
の
一
部
改
正

問
地
業
務
が
新
設
さ
れ
、
林
道
業
務

と
と
も
に
建
設
諜
の
所
作
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
治
山
に
閲
す
る
業
務
は
民

政
却
の
但
当
に
な
り
ま
す
ロ

。
工
事
請
負
契
約
の
締
結

守
本
村
柿
(
下
部
工
)
架
換
工
事
(

二
十
九
人
乗
り
の

患
者
輸
送
車
を
購
入

町
で
は
、
辺
地
医
療
対
策
の
一
期
と

し
て
昭
和
問
十
例
年
か
ら
忠
者
輸
送
車

を
運
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど

利
用
状
況
も
多
い
こ
と
か
ら
い
ま
ま
で

の
十
五
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
廃

車
し
て
、
新
し
く
F

一十
九
人
乗
り
の
忠

宥
輸
送
車
を
購
入
し
ま
し
た
。

輸
送
車
は
、
毎
週
月
本
金
の
三

回
を
日
進
、
白
石
方
面
に
、
火

・
木
の

二
川
が
花
石
方
面
へ
、
午
前
九
時
に
役

助
怖
を
山
発
.
部
落
の
忠
告
を
午
，
川
中

に
市
街
地
の
病
院
ま
で
運
び
、
こ
の
あ

と
午
後
二
時
三
十
分
に
市
街
地
を
出
発

ど
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

マ
気
象
情
報
に
関
心
を

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
の
気
卑
情
報
を

よ
く
聞
き
、
低
気
圧
や
台
風
が
近
づ

い
た
と
き
は
、
身
近
か
に
ど
の
よ
う

な
災
害
が
お
き
る
お
そ
れ
が
あ
る
か

悶
ベ
、
そ
の
片
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
0

7
雨
の
降
り
か
た
に
注
意

雨
が
長
く
降
り
続
い
た
り
、
一
時

間
に
十
ミ
リ
メ
ト
ル
か
ら
二
十
ミ

リ
メ
卜
ル
を
趨
え
る
雨
が
降
り
ま

す
と
、

地
鍛
が
ゆ
る
ん
で
庄
く
す
れ

が
あ
り
ま
す
。
京
の
ま
わ
り
の
地
形

工
事
貨
千
七
百
七
4
8
万
円
、
和
工
建
設

工
期
五
十
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
)

マ
八
束
小
中
学
校
建
築
工
事

(
七
千

三
百
万
円
、
坂
本
・
外
山
共
同
企
業
体

工
期
五
十
年
十
一
円
三
十
日
ま
で
)

マ
八
束
小
中
学
校
電
気
暖
房
工
事
(

千
三
百
九
十
二
万
円
、

大
合
有
線
屯
気

工
則
五
十
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
)

マ
総
合
体
育
館
建
築
工
事

(二
億
四

千
八
百
五
十
万
円
、
前
田
建
設
工
業
側

工
期
五
十
一
年
一二
月
三
十

一
日
ま
で
)

マ
総
合
体
育
館
電
気
工
事
(
一二
千
三

J
1

五
万
円
、
屯
光
屯
気
刷
工
則
五
J
l

一
年
一
二
月
戸
二
十
一
日
)

マ
総
合
体
育
館
管
工
事

(四
千
七
百

万
円
、
附
北
王
鉄
工
辿
戊
工
業
所
工

期

1
1
一
年
三
月
三
卜

一
け
ま
で
)

!‘ 1嘩Zv!
し
て
各
地
に
送
り
と
ど
け
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
九
円
か
ら
美
利
河
の
占
山
宅
前

ま
で
延
長
し
て
運
行
し
ま
す
の
で
通
院

す
る
人
は
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

:;J 
に
注
芭
し
ま
し
ょ
う
。

マ
堤
防
や
諮
伴
の
近
く
に
い
る
人
は
、

川
の
水
か
さ
に
気
を
く
ば
り
、
い
つ

で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
時
段
か
ら
遊
雑
す
る
均
所
と
、
避
慌

の
た
め
の
安
全
な
キ
加
を
お
ぼ
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
避
難
す
る
と
き
は
、
火
の
始
末
、
戸

締
り
を
完
全
に
し
て
野
察
に
述
絡
し

ま
し
ょ
う
。

マ
避
難
の
途
中
、
隣
り
近
所
の
人
に
声

を
か
け
て
、
ひ
と
り
妓
ら
ず
助
け
合

っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
を
受
け
た
と
き
は

税
の
減
免
手
続
き
を

風
水
害
や
火
災
に
よ
っ
て
重
大
な
被

害
を
畳
円
た
と
き
は
、
税
金
の
面
で
も

次
の
二
つ
の
救
済
的
訟
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
災
害

を
受
け
た
と
き
の
税
金
の
減
免
手
続
き

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

①
住
宅
や
家
財
に
つ
い
て
、
そ
の
価

額
の
二
分
の
一
以
上
の
損
害
を
空
け
、

し
か
も
、
そ
の
句
の
所
得
が
四
百
万
円

以
下
で
あ
る
と
見
積
ら
れ
る
均
合
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
兄
税
額
に
応
じ
淑
泉
所
得

税
の
徴
収
猶
予
や
泣
付
が
受
け
ら
れ
ま

一。
寸，②
災
害
な
と
に
よ
る
損
害
額
が
、
そ

の
年
の
所
得
の
見
税
額
の
一

O
%を
也

え
る
た
め
、
所
得
脱
法
に
よ
る
雑
凱
控

除
が
受
け
ら
れ
る
と
兄
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、
そ
の
雑
制
失
の
金
額
に
対
応
す

る
税
制
に
つ
い
て
、
源
泉
所
得
税
の
徴

収
猶
予
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
と
ち
ら
の
方
法
に
よ
っ
て
も

徴
収
猶
予
や
泣
付
を
受
け
た
人
は
、
確

定
申
告
を
し
て
帥
引
算
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。内
刷
業
所
得
者
な
と
で
予
定
納
税
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
災
害
を
受
け

た
渇
合
に
は
、
干
定
納
税
の
減
額
申
訴

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
財
政
謀
、
八
雲

税
務
省
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

在
宅
重
度
障
害
者

福
祉
手
当
の
申
請
を

( 2 ) 

在
宅
の
重
度
陣
容
者
の
福
却
を
向

上
す
る
た
め
本
年
十
月
か
ら
、
在
宅

重
度
障
害
者
福
祉
手
当
制
度
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
畿
と
古
る
方
は

在
宅
の
重
度
陣
智
児
者
の
方
が
た
で

す
が
、
重
度
防
害
児
者
と
は
、
日
出

生
活
に
介
護
を
要
す
る
台
お
む
ね
国

民
年
金
訟
に
よ
る
降
害
相
祉
年
金
の

一
級
銭
当
者
、
及
び
特
別
児
童
扶
護

手
当
対
的
車
問
害
児
の
う
ち
身
体
障
害

者
祈
祉
に
よ
る
防
害
程
度
が

」
級
若

し
く
は
二
級
の
う
ち
一
部
の
方
が
た

と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
支
給
額
は
月
額
四
千
円
、
一
円
、

五
月
、
九
月
の
年
三
回
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
本
年
度
は
五

十
一
年
一
月
に
十
円
1
十
二
月
ま

で
の
士一
か
月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
0

7

支
給
制
限
が
あ
り
、
廃
疾
を
支

給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
等
(
時

出
福
祉
年
金
は
除
く
)
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

マ
申
消
手
続
き
は
役
均
福
祉
諜
で

受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
障
害
福

祉
年
金
及
び
持
別
児
也
弘
義
手
当

並
び
に
介
護
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
も
改
め
で
申
請
し
て
く
だ
さ

、。L
 

一
浪
曲
吋
園
の
施
設
充
実
の
た
め
、
み

一
な
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
多
く
の
持

一
誌
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(敬
称
略
)

一

放
送
文
化
基
金
(
東
京

)Hカ
ラ
l

一
テ
レ
ビ
、
大
良
二
郎
(南
栄
町

)H果

一
物
、
下
盟
留
紀
子
(群
馬
県
)
H
H

諸
制

一
製
、
出
品
干
一
一一
(樋
川

)H
ア
ス
パ
ラ

一
大
松
綾
子
(
札
幌

)H
一
万
八
千
二
百

一
円
、
佐
藤
聡
人
(
末
広
町

)U
一
万
円

一
曽
我
井
定
二
神
丘

γ鋭
今

金

良

一
協
H

二」
l

五
万
円
、
丸
山
博
(神
丘
)

一

1万
円
、
農
協
耐
一
人
郎
、
八
束
州

一

人
会
、
竹
内
輝
雄
(八八
束
)、
盟
凹
老

一
人
ク
ラ
フ
H
果
物
及
び
菓
子
兵
藤

一
矩
失
(
札
幌

)H
一
万
円
、
本
間
歯
科

一
診
療
所

1
五
万
円
、
加
藤
英
夫
(
子

一
規

)H一-一
千
円
、
吉
田
仁
右
エ
門
(
随

一
川

)H仏
前

・廻
転
灯
能
、
今
金
商
工

一
会
納
入
部
H
一
万
円
、
東
森
町
鮒
人

一
会
H

お
む
つ
外
」
l
-
二
点
、
ほ
た
て
貝

一
今
金
町
村
会
稲
制
協
議
会
の
運
営

一
資
金
に
と
白
石
光
罫
さ
ん
(
東
川
)

一
か
ら
一
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

固
感
謝
し
ま
す
固

( 3 ) 

共同募金よ
宅専任なが U-v

dあって
局、

く'

"" 
1ll 
な



待望のと総合体育館、建設決まる

町民皆スポーツ

を目ざすセンター

ス
ポ
l
γ
に
縦
し
み
明
る
く
楽
し
い

町
づ
く
り
を
推
進
す
る
本
町
に
と
っ
て

待
望
久
し
か
っ
た
総
合
体
育
館
が
い
よ

い
よ
建
設
さ
れ
ま
す
。

本
年
度
当
初
、
二
ヶ
年
継
続
事
業
で

計
画
し
て
い
た
フ

ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ

l
y

セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
実
施
設
計
の
際

総
面
積
が
三
一
千
平
方
訂
以
上
に
な
っ
た

た
め
、
文
部
省
規
定
的
国
民
体
育
館
と

し
て
の
国
庫
補
助
の
対
卑
を
受
け
る
こ

と
か
ら
、
工
事
も
本
年
度
中
(
昭
和
五

イ

一
年
三
月
三
卜

一
日
)
に
辿
設
す
る

こ
と
と
な
り
、
名
林
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
ヒ
ノ
タ
ー
で
な
く
『
今
世
町
総

合
体
育
館
』
に
決
ま
り
ま
し
た
。

地
設
住
訟
は
旧
日
校
跡
地
に
挫
て
ら

れ
、
中
央
線
側
が
玄
関
川
に
な
り
ま
場
。

来年3月完成旧高校跡地に、

競
技
場
は
今
小
体
育

館
の

了
七
倍
の
広
さ

建
物
の
延
面
的
は
三一
千
百
七
十
三

八
三
平
方
灯
。
鉄
刊
造
り
二
附
挫
、
ア

ー
チ
型
の
モ
ダ
ン
な
居
恨
が
特
徴
で
、

外
観
や
川
取
り
は
、
五
其
と
凶
の
よ
う

に
ほ
ぼ
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と

一
附
の
絞
技
均

の
而
航
時

T

-h
問
卜
二

一

一

平
点

灯
(
犯

m
×
n
m
)
で
今
小
体
行
館
の

一
・
七
仰
の
広
さ
で
す
。
こ
の
ス
ペ
ー

ス
に
は
移
動
的
J
T
凶
で
二
千
一
百
人
が

は
い
り
、
二
階
に
は
同
定
崎
千
の
観
覧

川
に
約
三
百
人
が
は
い
り
ま
す
。
ま
止

競
技
均
の
二
階
両
側
に
一

U
巾
の
ギ
セ

ラ
リ
ー
も
あ
り
ま
す
。

アーチ型屋根はオレンヂ色で健康のシンボル=完成予想図

競
技
場
で
利
用
で
き
る
刷
け
は
、
パ

ス
ケ
y
ト
ポ
ル
二
問
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
三
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
六
而
、
点
球

台
十
五
台
、
イ
ン
ド
ア
テ

ニ
ス
二
回
が

で
き
る
ほ
か
、

体
掛
競
技

一
式
、
柔
道

や
剣
道
、
空
手
、
相
撲
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど
の
室
内
競
技
全
極
目

に
使
用
で
き
ま
す
。

武
道
場
の
面
積
は
三
行
二
卜

八

九

平
方
ぷ
(
お

m
×
日

m
)
で
今
小
体
行

航
の
約

T
分
の
広
さ
で
、
お
も
に
柔
道
.

剣
道
、
空
干
の
純
明
日
続
扶
助
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。

中
町
Mm
の
体
力
づ
く
り
の
と
め
の
ト

レ
ニ
ン
グ
明

(
山

m
×
8
m
)
は、

名
引
の
体
h
に
合
せ
て
楽
し
め
る
各
部

設
備
、
出
H
〈
が
酔
常
備
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
草
族
そ
ろ
っ
て
ス
ポ
ツ
を

殺
し
め
る
よ
う
幼
児
の
た
め
の
プ
レ
ー

ル
i
ム
が
あ
り
、
お
か
あ
さ
ん
が
迎
動

す
る
問
、
お
子
さ
ん
も
楽
し
ん
で
巡
動

で
き
る
設
備
も
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
シ
セ
ワ
!
室
、
浴
室
、

研
修
室
、
体
長
室
も
完
備
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ス
ポ

i
y
で
汗
を
流
し
た
後

の
怨
い
の
川
崎
と
し
て
、
ま
と
、

町
民
相

互
の
交
流
の
均
と
し
て
気
軽
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
体
行
航
に
は
、
咋
門
の
体
行
桁

川押川
H
が
派
泣
さ
れ
ま
す
の
で
、
川
の
体

行
指
滞
日
と
と
も
に
技
術
指
却
や
適
切

な
他
府
特
聞
の
桁
涼
が
行
わ
れ
ま
す
。

町
社
会
教
訓
川
係
で
は
、
町
民

一
人一

目

!

眼

目

腕 上13技
ft¥ i且J~ 

M
m
n
の
ス
ポ

i
y
が
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
何
か
や
っ
て
み
よ
う
、
何
か
殺

し
く
運
動
し
て
み
よ
う
と
い
う
人
た

l

ち
の
積
極
的
な
利
用
を
期
待
し
て
い
ま

ト'。

( 4 ) 

総
工
費
は
三
億
六
千
万
円

引，6'0

総
事
業
費
は
一二
億
六
千
六
百
万
円
と

A
7
小
新
築
事
業
を
こ
え
る
大
型
干
算
で

す
が
、
こ
の
財
源
と
し
て
固
か
ら
の
補

助
金
が
六
千
九
百
四
十
万
円
、
同
氏
年

全
特
別
融
資

ιよ
る
借
入
金

一
億
八
千

八

μ
万
円
、
法
世
間
人
金
三
千
五
百
万

円
が
見
込
ま
れ
、
単
年
度
の

一
般
財
源

は
じ
千
七
訂
万
円
と
二
ケ
司
継
続
事
監

よ
り
て

F-
一行
H
H川
減
の
支
出
で
建
設

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

しと何修司

トレ

ゾ

、、』

1階平面図2階平面図

( 5 ) 



交通事故絶滅を誓い合う

I人も車もみんな守ろう交通ルール (種中 1年長崎由美子)I 
¥ 
今金町交通事故非常事態突破町民集会

今
金
町
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

一
、
安
全
な
歩
き
方
と
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
い
た
し
ま
す
。

一
、
運
転
す
る
と
き
は
沼
は
飲
み
ま
せ
ん
。
飲
ま
せ
ま
せ
ん
。
今
金
町
よ
り

飲
酒
運
転
を
追
政
い
と
し
ま
す
。

一
、
ス
ピ
ー
ド
は
常
に
控
え
目
に
し
て
安
全
運
転
を
い
た
し
ま
す
。

一
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
過
労
運
転
、
無
謀
運
転
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
さ
せ
ま
せ
ん
。

以
上
、
交
通
事
故
絶
滅
と
交
通
違
反
追
放
の
た
め
全
町
民
が
一
致
協
力
し

て
そ
の
徹
底
を
計
る
た
め
決
扱
す
る
こ
と
を
立
討
す
る
。

昭
和
五
十
年
八
月
十
四
日

道
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
は

依
然
と
し
て
多
発
の
傾
向
に
あ
り
、
七
、

八
月
の
夏
季
交
通
事
故
死
者
数
百
二
十

人
は
全
国

一
と
い
う
品
川
必
の
郁
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
八
川
求
ま
で
に

十
三
一
件
の
人
身
事
故
が
発
生
し
て
お
り

刷のないPlJコJ
す参事1-- ¥ (:; 

，宅金金時r

今小 6年田中その子さんが歩行者を代表し

て 「事敵にあわないよう注意しますJと宣言。

退
職
金
か
ら
年
金
制
度
へ

私
た
ち
の
生
活
保
式
が
近
代
化
す
る

に
つ
れ
、
京
肢
の
柿
成
単
位
も
し
だ
い

に
小
続
的
問
に
分
散
さ
れ
る
‘
い
わ
申
る

核
軍
肱
化
の
傾
向
が
強
ま

っ
て
き
て
い

ま
す
。ま
た
、
財
産
に
つ
い
て
も
な
し
く
ず

し
に
分
散
さ
れ
、
良
地
に
し
て
も
こ
れ

以
上
小
単
位
に
区
分
し
た
の
で
は
経

H

が
な
り
た
た
な
い
と
い
う
状
態
で
、

二
、

三
男
は
都
市
に
集
中
し
て
い
る
の
が
実

T
干
ァ

。

+
「

弓
い
ま
ま
で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
あ

た
か
も
当
拙
の
こ
と
の
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
た
だ
淋
し
い
思
い
を

す
る
の
は
取
り
残
さ
れ
て
い
く
老
人
や

父
母
だ
け
で
な
く
、
都
市
に
働
き
に
で

る
若
い
人
た
ち
に
も
将
来
に
片
す
る
不

安
が
あ
り
ま
す
。

一
方、

n本
全
体
の
人
口
m
b
U
か
ら

み
ま
す
と
、
膨
婚
す
る
人
口
、
伸
び
る

寿
命
の
現
卑
か
ら
‘
行
い
人
は
老
人
の

め
ん
ど
う
を
み
き
れ
な
い
と
い
う
不
測

利
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

か
つ
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
定
年
で
会

社
を
や
め
た
と
き
に
は
、
退
帥
叫
金
が
裂

し
み
だ
と
い
う
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が

現
在
で
は
、

一
時
的
に
も
ら
う
退
職
金

に
か
わ
り
.
将
米
と
も
安
定
し
た
生
活

ナコんきんね(1) 

を
出
む
こ
と
の
で
き
る
年
金
制
度
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
に
、
者
一
え
方
が
変
っ

て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
働
ら
け
る
う
ち
に
無
理

の
な
い

H
法
で
川
荊
を
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
者
え
か
ら
、
年

金
制
度
が
生
れ
た
わ
け
で
す
。

(債 よ:雲市 ( 

;???:71 
国
民
年
金
と
は

国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
音
ど
の
年
金
制
度
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
た
農
業
や
漁
業
に
従
事
し
て
い
る

人、

h
u車
を
必
ん
で
い
る
人
寺
ど
の

た
め
に
昭
如
三
十
六
年
凶
円
か
ら
発
足

し
た
年
金
制
度
で
、
二
十
歳
か
ら
五
十
九

歳
ま
で
の
人
は
必
ず
加
入
し
寺
け
れ
ば

一
人
の
死
者
と
十
七
人
の
傷
者
を
出
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
耶
故
を
こ
れ

以
上
山
さ
辛
い
、
時
い
人
命
を
守
ろ
う

と
八
月
十
四
日
、
産
業
ま

つ
り
閉
会

式
を
珊
ね
て
午
後
一
時
か
ら
駅
前
広
場

で
今
金
町
文
通
事
故
非
陥
突
破
町
民
集

会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

町
民
約
千
人
が
参
加
し
た
集
会
で
は

町
交
通
宜
全
推
進
委
員
会
長
を
は
じ
め

北
桧
山
富
長
ら
が
次
々
に
事
故
防
止
を

訴
え
、
続
い
て
迎
転
者
、
母
税
、
品
少
行

者
、
指
導
者
の
四
代
表
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
助
か
ら
『
交
通
ル

l
ル
を
苛
り
、

交
通
事
政
は
絶
片
起
こ
し
ま
せ
ん
J

と

力
強
〈
立
言
文
を
読
み
上
げ
、
全
日
で

前
文
の
大
会
ス
ロ
ガ
ン
走
塁
決
議

し
、
事
故
絶
滅
を
相
官
い
合
い
ま
し
た
。

ど
う
か
町
民
の
み
な
さ
ん
は
、
再
度

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
宣
言
し
、
耶
故
の

な
い
町
づ
く
り
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

な
ら
主
い
こ
と
に
奇
A

て
し
i
調
4
1

保
険
料
は
円
千
百
円
で
す
。

も
ら
え
る
司
令
の
極
矧
は
次
の
と
お

り
で
す
。

守
老
齢
年
金

六
十
五
段
か
ら
保
険
料
を
納
め
た
則

聞
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
例
-
え
ば
、

二
十
五
年
納
付
し
た
川
崎
合
は
川
額
二
万

八
千
三
百
円
。

マ
障
害
年
金

け
が
と
か
重
い
耐
h
A
で
心
身
附
b

札口占

(
外
形
内
臓
料
神
の
各
陣
害
)
と

な
っ
た
と
き
か
ら
、
治
る
ま
で
川
傾
一
一

万
瓦
千
三
百
七
卜
円
支
給
。

守
母
子
お
よ
び
準
母
子
年
金

生
計
中
心
者
の
夫
が
死
亡
し
て
母
子

世
出
と
な
っ
た
り
.
働
き
予
を
失
っ
と

祖
母
か
姉
が
十
八
歳
未
満
の
子
ま
と
は

納
め
忘
れ
の
保
険
料

は
す
二
月
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う

同
民
司
令
の
在
附
司
令
を
受
け
る
い

は、
L

ハ
ト
蔵
ま
で
に
二
ト
丘
年
以
上
保

険
料
を
納
め
辛
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
こ
の
一
!
五
年
と
い
う
問
問
は
、
附

利
丘
町
間
川

一
日
以
前
に
パ
!
ま
れ
た
β

は
年
齢
に
応
じ
て
十
司
か
ら
ニ
ト
問
午

の
則
聞
に
同
紡
さ
れ
ま
す
。)

こ
の
よ
う
に
、
長
い
間
保
険
料
を
納

め
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
あ

る
時
期
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
て

/
市
街
地
主
要
町
道
が

片
側
弾
事
禁
止
に

-R
吟
dv

街
町
交
通
渋
滞
を
な
〈
し
、
交
通
安

全
を
1
と
、
以
前
か
ら
町
内
で
自
王
規

制
を
呼
び
か
け
て
い
た
市
街
地
町
道
は
、

九
月
か
ら
函
館
公
安
委
民
会
的
嗣
削
減
に

/

ぷ

よ
り
片
側
駐
車
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

片
側
駐
禁
は
帯
数
円
(
一
、
三
、
五
、

七
、
九
、
十

一
月
)
、
偶
数
円
(
二
、

回
、
六
、
八
、
十
、

J
l
二
月
)
に
交
互

す
る
も
の
で
、
十
円
で
あ
れ
ば
偶
数
月

の
標
織
側
は
駐
車
祭
止
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
幅
が
狭
い
の
で
長
時

間
の
駐
車
は
台
互
に
守
り
、
消
防
車
の

走
行
や
自
転
車
の
通
行
に
支
障
の
な
い

よ
う
、
み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

片
側
駐
禁
の
町
道
は
次
の
と
お
り
。

守
昭
和
線
(
杉
山
町
県
農
協
凶

m

間
信
)
マ
大
和
線
(
中
林
時
汁
庖

i
中

品
商
庖
)
守
腿
線
(
今
食
堂

1
町
下
側

部
底

l
松
井
商
庖
!
今
令
一
オ
ー
ト
)

マ
胞
幸
線
(
松
原
電
器

l
内
雌
肉
広

外
虫
鮮
魚
昨
柏
市
一
防
ま
で
)

マ
直
前
線
(
折
原
商
庇

l
以
川
誕
川
崎
!

日
野
商
庖
)

[6 ) 

歩
行
者
の
事
故
防
止
に
重
点

秋
の
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
運
動

秋
の
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
迎
動

が
九
月
二
l
ニ
け
か
ら
卜
け

一
川
ま
で

の
十
日
間
お
こ
な
村
れ
ま
す
。

こ
の
辺
助
は
、
歩
行
者
も
巡
転
者
も

陸
上
交
通
に
関
係
あ
る
す
べ
て
の
か
た

に
交
通
安
全
思
想
の
問
知
徹
底
を
は
か

り
、
正
し
い
交
通
ル

I
ル
の
実
践
を
習

慣
づ
け
、
交
通
事
故
を
防
』
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
丘
、
期
間
中
は
『
歩
行
者
、
自
転

目
制
ぷ
、
叫
河
川
川
M
A
M-
M
問

主

ー

な
っ
た
と
き
か
ら
、
月
額
二
万
八
千
三

百
円
以

t
支
給
。

マ
遺
児
年
金

父
か
血
り
が
被
保
険
占
で
あ

っ
た
子
が

孤
児
に
な
っ
た
と
き
か
ら
十
八
歳
に
な

る
ま
で
川
額
二
万
八
千
三
宵
円
以

t
支

給
。

守
か
婦
年
金

老
齢
年
金
を
畳
け
る
資
格
の
あ
る
夫

と
死
別
し
た
と
き
は
去
の
受
け
る
べ
き

年
金
の
半
額
が
六
十
段
か
ら
六
十
五
歳

ま
で
支
給
。

マ
死
亡
一
時
金

保
険
料
を

二
年
以
J
納
め
た
人
が

一

度
も
当
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き

そ
の
遺
族
に
死
亡

一
時
世
が

一一
力
じ
千

円
以
上
支
給
。

二
年
を
過
ぎ
ま
す
と
時
効
に
よ

っ
て
後

か
ら
で
は
納
め
ら
れ
寺
く
な
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
未
納
の
則
聞
を
そ
の

ま
ま
放
附
し
て
お
く
と

支
給
書
作
で

あ
る
保
険
料
の
納
付
年
数
を
満
た
せ
な

く
な
り
、
将
来
、
老
齢
可
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
万

一
病
気
や

ケ
ガ
で
附

um丹
に
な
っ
と
と
か
、
不
幸

に
し
て
ご
主
人
を
亡
〈
し
母
子
宮
庇
と

な
っ
た
と
き
な
ど
に

mbnzq金
平
母
子

内
世
な
ど
が
空
け
一
勺
れ
な
く
在
る
い
下
態

が
起
つ
で
き
ま
す
。

せ
っ
か
く
閃
民
年
金
に
加
入
し
て
い

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
し
く
み
が
よ
く

理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
め
、
年
金
が
畳

車
利
用
者
の
事
故
防
止
、
と
く
に
子
ど

も
と
老
人
を
交
通
邪
放
か
ら
有
る
』
と

『運
転
者
等
を
保
護
す
る
た
め
の
ン
i

ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ

y
i
の
者
用
を
惟

進
す
る
』
を
重
点
目
原
と
し
で
進
め
ら

れ
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
町
内
で
も
い
ろ
い
ろ

企
迎
助
が
版
附
さ
れ
ま
す
。
町
民
み
ん

な
の
協
力
で
こ
の
運
動
を
盛
り
上
げ
、

事
故
を
追
放
し
と
い
も
の
で
す
。

j

z
i
-
-

が
で
き
ま
す
。

こ
の
年
金
的
舶
は
、
物
価
の
変
動
な

ど
そ
の
と
き
ど
き
の
経
済
耶
怖
に
兄
合

う
よ
う
に
、
五
年
に

一
度
年
金
額
の
引

き
上
げ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
今
で
は
毎
年
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り

年
世
相
が
土
師
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
同
民
向
告
は
、
み
な
さ

ん
の
た
め
の
内
令
と
し
て
安
心
し
て
加

入
で
き
る
よ
う
に
、
国
が
政
何
も
っ
て

巡
訂
し
て
い
る
制
度
で
す
。
年
を
と
る

と
い
う
こ
と
は
さ
け
ら
れ
な
い
こ
と
で

す
。
若
く
て
え
れ
な
す
ち
に
将
来
の
生

活
設
討
を
た
て
、
そ
の
中
に
は
必
ず
国

民
年
世
へ
の
加
入
を
人
れ

τお
〈
こ
と

が
必
要
で
し
ょ
う
。

け
ら
れ
な
い
と
い
う
方
を
な
く
す
た
め

今
刊
の

l
ニ
H
ま
で
に
似
り
、
時
効
に

よ
っ
て
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料
を

特
例
と
し
て
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
特
例
に
よ
っ
て
納
め
る
保
険
料

は
、
未
納
の
月
一
カ
月
に
つ
き
γ
九
百
円

で
す
。
納
付
の

T
続
き
は
、
役
ぬ
担
制

点
年
金
係
で
納
付
4uu
を
受
け
取

η
、
銀

行
か
郵
便
川
に
払
込
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。ト

木
納
制
u
F
多
い
力
は
、
期
限
内
な
ら

ば
分
納
の
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

一
度
、
お
手
も
と
の
国
民
年
金
手
帳
か

保
険
料
の
制
収
位
を
確
め
で
く
だ
さ
い
。

[7) 
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間

私
の
宰
庭
で
は
夫
婦
と
も
に
、

昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
も
と
ど
こ
お
り
な
く

納
め
て
い
た
が
、
夫
が
昭
和
四
十
三
丹

十
月
に
死
亡
し
ま
し
た
。
甲
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
去
が
死
亡
し
た
と
き
は

妥
に
か
鮒
年
金
か
母
子
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
喝
合
、
い
ず
れ
J
町
年

金
が
支
給
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
か
婦
年
金
と
母
子
年
金
は
と

の
よ
う
な
速
い
が
あ
る
か
。
な
お
、
保

倹
料
は
夫
が
昭
和
四
十
三
年
九
月
分
ま

で
、
私
に
は
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ナコんきんね

答

か
締
年
金
は
老
齢
年
金
を
畳
け

る
に
必
嬰
な
資
佑
期
間
を
満
た
し
て
い

る
究
が
死
亡
し
た
場
合
、
夫
と
の
鮒
姻

関
係
が
十
年
以
上
継
続
し
た
六
十
五
歳

未
満
の
妥
が
あ
る
と
き
に
、
そ
の
主
に

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夫
が
満
た
し
て
い
辛
け
れ
ば
な
ら
な

い
老
齢
年
金
を
畳
け
る
の
に
必
要
な
資

格
期
間
は
最
低
十
句
と
在

っ
て

い
る
の

で
、
こ
れ
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

つ
ぎ
に
、
母
子
年
金
に
つ
い
て
は
、

ノ

匡51El1

昭
和
三

1
六
年
四
月
以
降
引
き
続
い
て

保
険
料
を
納
め
て
い
る
の
で
‘
保
険
料

に
附
す
る
聖
刊
は
満
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
十
八
ぷ
未
満
の
子
が
い
る

か
ど
う
か
不
明
な
の
で
、
母
rr年
金
が

支
給
さ
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
仮
に
十
八
政
未
満
の
子
が
い
る
と

す
れ
ば
母
子
司
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
か
師
年
金
は
夫
の

保
険
料
納
付
に
妻
の
協
力
対
す
く
な
く

な
い
と
し
て
、
掛
け
捨
て
を
防
止
す
る

意
味
で
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
方
、
図
民
年
金
制
度
は
厚
生
年
金

な
ど
の
他
の
公
的
年
金
制
度
と
誕
な
り

廷
を
去
と
同
憾
に
独
立
し
た
被
保
険
者

と
し
て
取
搬
い
、
そ
の
保
険
料
を
納
め

る
義
務
を
お
わ
せ
る
と
と
も
に
、
万
円

身
の
年
金
が
受
け
』
」
つ
れ
る
よ
う
主
建
前

を
と
っ
て

い
る
の
で
、
母
子
年
金
は
、

実
際
上
畳
け
ら
れ
る
妥
自
身
の
納
め
た

保
険
料
に
基
づ
い
て
支
給
す
る
わ
け
で

す。
な
お
ρ
国
民
年
金
に
は
死
亡
一
時
金

の
制
度
が
あ
り
、
三
年
以
上
保
険
料
を

納
め
た
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の

• 

遺
肢
に
死
亡

一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
失
が
七
年
六
カ
月

保
険
料
を
納
め
て
い
る
の
で
、
死
亡
一

時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
十
八
歳
未
満
の
子
が

い
る
と
き
に
は
母
子
年
金
と
死
亡
一
時

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

問

国
民
年
金
に
は
他
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
る
者
は
加
入
で
き
な
い

と
聞
い
と
が
、
他
の
年
金
制
度
と
は
具

体
的
に
い
か
な
る
制
度
を
い
う
の
で
し

ょ
・
フ
か
。

答

国
民
年
金
制
度
は
、
国
民
が
老

怖
に
な
っ
た
と
き
、
け
が
や
病
気
巳
な

っ
た
と
き
に
支
給
し
、
生
活
の
安
定
を

保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
す
で
に
何
ら
か
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
る
者
は
除
外
す
る
こ
と

に
在
っ
て
い
ま
す
。

他
の
制
度
と
は
次
の
も
の
を
い
う

が
、
こ
れ
ら
の
可
金
制
度
は
被
用
者
を

片
島
と
し
て
い
る
の
で
、
被
用
再
hq
金

制
度
と
い

つ
で
い
ま
す
。

川

厚

生
H
A
U
保
険

山
肌
即
日
保
険

ω
恩
給

州
国
軍
公
務
民
共
済
組
合

問
地
方
公
務
日
持
共
済
組
合

附
私
立
，
F
校
教
職
員
共
済
組
合

間
公
共
企
業
体
戦
以
外
寸
共
済
組
合

同
剛
院
林
漁
業
団
体
職
口
共
済
組
合

間
国
会
餓
只
互
助
年
金

おしらせ

神伝
開会式に出そろった大作の仮装かー

名物今金男Lゃ〈をおみやげに

-
す
っ
か
り
説
的
名
物
行
事
に
な
っ
た
H

陀
業
ま
つ
り
'
は
八

川
1
問
H
か
ら
三
U
問
、
多
彩
主
山
山
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

』

U
q呼
び
も
の
の
仮
設
カ
i
は
、
間
仁
会
代
川
年
部
が
沖
州
聞
の

琉
球
夫
人
、
役
時
は
海
洋
問
に
ち
な
み
イ
ル
カ
の
ン
ン
ポ
ル
マ

ー
ク
の
帆
捌
け
舟
、
農
協
は
交
通
市
依
託
し
た
幽
加
で
、
い
ず

れ
も
越
向
を
こ
』
」
つ
し
た
大
作
で
兄
物
存
を
忍
ば
せ
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
で
は
、
農
協
百
年
部
の
今
令
射
し
ゃ
く
試
食
会
、

ピ
y
ク
リ
市
が
大
繁
盛
。
さ
ら
に
は
人
気
を
呼
ぶ
ば
ん
応
大
会
、

霊
犬
展
覧
会
、
道
南
選
抜
中
学
校
野
球
大
会
が
あ
り
、
夜
は
演

芸
会
、
の
ど
自
慢
大
会
な
ど
ま
ち
中
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

-児童手当が増額されます

18裁までの9;!'訟が3人以 上いる
家賠で、 3"，昨1-1以降の義}M!<fJ'終
了前の児童11人につき 川在U5千円
σ)!Jeii'i:手当がIOJJ分から支給され
ます 。支給~~件に該当する方でま
だ手続きをされていない方は、至

~，i:生J品有吊初rfJ，にlJu け山てください。

-犬の飼い主は野犬掃とうに注意

毎年実胞しています高犬取締り

及び野犬仰とうを 9J 125日から51
'1'3 rl31nまでのIIlJ実施します 。
野犬柿とうはfJ仰を{士mします
ので、飼い主のみなさんは、犬を

放さないよう十分注怠，1.-、他人に

迷惑をかけない貨任ある飼い方を

いたしましょう 。

.看護学生を募集しています

道立江主:椴1"j"JI由宇院では、高校
中学校を卒業した女子(来都卒業

予定者も古む)で、活3亜の追を志
-j プJ を ~~m しています 。 悔業年間2
2 {f.で、知事試験に合絡すれば准
看護婦として医療機関に勤めるこ

とができます。ま た、本人の希望

により卒業後高等司守護学院などの

上級学校に進むi且もあります 。
修業JYJWJ中は、全寮制で近代的
な設備が完備しており、修主資金

や看護衣のll'与制度もあり、授業

料は不要です。

〈わしいことは直接江差准看波

字院(電話 2- 14 17) へお I~: J ぃ合
わせください。

b 臨i{!~受付 IIl{利50>1'.11月 111-
11円2911まで
b入学試験 i1iJ.l1151 '1' 121'1 5 11 

.警察官を募集しています

道持、特悦/-i'、大阪、 神奈川、
千葉、静岡、崎ミEの各府県瞥で野
県 富を採集しています。受付HlJIHl
は11月4日まで、採用試験は11月
9日です 。畳験資格は昭和23年 4

1'1 1日から33年 4FI 1日までに生
まれた到子で、 EJ校卒業程度のとf
力を有する者。その他くわしいこ

とは今金軒部派出所にl日lぃ合せ〈
ださい。

.10月の件目当番医
5日北桧山町田保病院
10日北桧山町田保病院
12日今金町日間医院
19日今金町田保病院
26日北桧山町国保病院

(9) 

今
固
な
お
、
わ

が
国
は
皆
年
金
で

あ
る
と
は
い
っ
て

も
、
す
べ
て
の
老

人
が
年
金
を
う
け

ら
れ
る
こ
と
に
在

っ
た
の
で
は
な
く

て
、
い
ず
れ
か
の

年
金
制
度
へ
加
入

さ
せ
ら
れ
た
だ
け

と
か
、
老
齢
叫
保

附
と
し
て
は
役
立

つ
か
も
知
れ
な
い

が
老
齢
者
保
問
と
し
て
は
機
能
し
て
い

な
い
と
か
稲
々
批
判
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
主
張
自
体
に
閲
す
る
限
り
、
あ

ま
り
巽
を
と
な
え
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、

国
民
年
金
制
度
を
其
の
国
民
年
金
と
し

て
全
国
民
を
カ
パ
す
る
年
金
制
度
と

し
て
創
設
し
よ
う
と
す
る
発
想
も
、
当

時
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
、
検
討
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
既
存
の
制
度
加
入

告
に
と
っ
て
は
、
単
純
二
重
適
用
の
形

式
を
と
る
と
す
れ
ば
ぬ

m
mと
い
う
こ

と
と
な
る
し
、
白
川
叫
附
を
あ
え
で
さ
け

よ
う
と
す
れ
ば
い
既
作
の
制
度
の
予
直

し
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
。

日
間
川
、
叫
凶
作

町
制
度
か
ら
の
姐
烈
な
反
対
に
あ
い
、

結
局
で
き
あ
が

っ
た
も
の
は
‘
既
存
の

年
金
制
度
の
未
適
用
占
の
み
を
汁
且
と

す
る
拠
出
制
年
金
制
度
が
作
ら
れ
、
す

で
仁
老
齢
に
達
し
て
い
る
人
た
ち
ゃ
、

母
子
や
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
人
た
ち
に

は
、
盤
拠
出
の
経
過
的
な
年
金
が
支
給

年金制度の

歴史的なりたち

(3) ク 山
マで
には

用
JL'、

す
み
き
っ
と
空
気
と
み
の
り
の
秋
を

迎
え
、

一
段
と
紅
H

民
が
は
え
わ
た
る
季

節
で
す
。

秋
は
、
ま
た
、
み
な
さ
ん
が
山
薬
取

り
、
登
山
、
飢
釣
り
な
ど
肝
や
山
へ
山

か
け
る
崎
会
が
事
〈
な
る
昨
期
で
す
。

例
年
、
夏
の
間
山
奥
に
い
た
H

山
お

や
じ
(
ヒ
グ
マ
)
仰
が
、
冬
眼
前
の
え
さ

を
求
め
て
人
坐
近
く
に
出
没
し
ま
す
。

し
か
も
、
こ
の
季
節
の
ヒ
グ
マ
は
食
欲
¥
1
1!
i
 

さ
れ
る
姿
に
落
着
い
た
も
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
年
金
制
度
が
、

現
時
点
で

充
分
機
能
し
て
い
な
い
原
因
は
、
こ
の

よ
う
に
制
度
が
分
立
し
て
い
る
こ
と
と

そ
の
主
要
な
制
度
が
未
成
熟
で
あ
る
こ

と
に
尽
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が

行
政
当
局
の
一
部
の
人
た
ち
の
頑
迷
さ

や
無
為
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
人

や
二
人
の
当
事
者
の
考
え
で
は
ど
う
に

も
解
決
さ
れ
得
な
か
っ
た
ほ
ど
桜
維
で

か
つ
‘
利
害
の
か
ら
む
問
題
で
あ
っ
た

こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
形
に
務
つ
く
と
し
て
も

老
肺
稲
枇
年
金
等
の
傾
を
他
の
拠
出
制

の
年
金
と
同
等
の
水
準
ま
で
引
上
げ
れ

ば
、
皆
年
金
の
姿
は
完
結
し
た
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
が
で
き
な
か
っ

た
の
は
、
他
の
拠
出
制
の
年
金
と
の
均

街
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
財
源
負

担
が
む
ず
か
し
か
っ
た
か
一
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
制
度
に
な
っ
て
は
、
も

早
拠
出
制
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
埋
由
で
‘
無
拠
出
の
年
金

を
支
給

L
eい
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
も
問
剛
胆
で
あ
る
が
、

(現
に
、
近
年

に
お
い
て
、
初
祉
年
金
の
受
給
制
限
緩

和
に
つ
い
て
の
議
諭
は
と
え
辛
い
。)
こ

れ
符
の
人
た
ち
に
京
肱
専
に
よ
る
私
的

扶
撞
が
完
全
に
な
く
で
す
ま
せ
る
ほ
ど

い
允
分
な
お
金
を
支
給
す
る
こ
と
は
生
や

さ
し
い
こ
と
で
は
な
い
し
、

一
時
期
を

画
し
て
、
私
的
扶
韮
を
公
的
扶
葺
に
完

全
に
切
換
え
る
こ
と
の
霊
当
性
に
つ
い

て
も
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

も

知

れ

辛

い

。

お

わ

り

( 8 ) 

が
お
う
盛
で
、
性
院
も
托
誌
に
主
り
、

き
わ
め
て
位
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
ヒ
グ
マ
に
よ
っ
て
、
毎
町
、
人

市
、
農
作
物
な
ど
に
被
古
を
受
け
て
い

ま
す
。
キ
ノ
コ
探
り
な
ど
で
固
有
料
に

人
ら
れ
る
と
き
は
、
ヒ
グ
マ
に
よ
る
不

測
の
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
が
ら
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

守
詰
寄
り
の
u

昌
林
器
、
担
当
区
事
務
所
、

事
業
所
に
立
寄
り
‘
入
林
者
名
簿
ド
1

1

花
入

L
、
ヒ
グ
マ
に
つ
い
て
の
情
報

を
聞
い
て
か
ら
人
林
す
る
こ
と
。

マ
単
独
行
動
は
絶
対
さ
け
、
筒
、
鈴
や

刃
物
な
ど
の
予
防
器
具
を
必
ず
附
閉
山

す
る
こ
と
。

マ
昼
食
後
の
伐
飯
な
ど
は
、
埋
め
て
あ

と
を
の
こ
さ
辛
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

守
神
道
な
ど
を
歩
く
と
き
、
ヒ
グ
マ
と

の
遭
遇
、
崩
務
事
政
な
ど
危
険
ロ
ド
威

を
確
認
し
た
ら
近
よ
ら
辛
い
よ
う
に

し
て
、
下
山
後
、
宮
林
省
、
担
当
区

事
務
所
な
ど
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

{
A
7
金
呂
林
署
}
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記
入
は
黒
鉛
筆
で
濃
く

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

勢
鯛
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
大
正
九
年
の
第

一
回

調
査
以
来
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回

は
第
十
二
回
目
に
あ
た
り
、
全
国
の

一

位
千
百
万
(
本
道
は
五
百
三
十
万
)
を

超
え
る
人
口
と
一二
千
三
百
万
(
同
十
六

万
)
に
近
い
世
帯
を
対
皐
と
し
た
超
大

型
制
査
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
指

定
統
計
第
一
号
で
、
国
の
最
も
謀
本
的

な
人
口
捌
査
で
す
。
そ
の
結
果
は
、
国

同

島

叫

‘

"刷，，̂

法
的
ミ
J

M

匂望、

。お
健人口

.• 

の
政
治
や
行
政
の
資
料
と
し
で
伎
わ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
都
道
府
県
や
市
町
村

の
地
域
社
会
に
直
結
し
た
各
種
の
行
政

例
え
ば
、
社
会
福
祉
対
策
、
雇
用
対
策
、

交
通
対
策
、
環
境
整
備
計
画
、
住
宅
建

設
計
画
、
地
域
開
発
計
画
寺
ど
に
広
く

使
わ
れ
ま
す
。

国
勢
悶
査
で
は
、
園
内
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
に
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
七
十
六
澗
査
区
に
区
分

し
て
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
調
査
員
が

一
般
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
下
宿
や
間
借

り
を
し
て
い
る
方
々
に
も
、
も
れ
な
く

調
査
梨
を
配
付
し
、
記
入
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
却
は
、

十
月

一
日
か
ら
五
日
ご
ろ
ま
で
の
問
に

調
査
員
が
取
り
集
め
に
伺
い
ま
す
。
制

査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
宅
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る

方
全
員
で
す
。
特
に
記
入
を
も
ら
し
や

す
い
旅
行
な
ど
で

一
時
留
守
に
し
て
い

る
方
、
長
期
間
滞
在
し
て
い
る
方
、
生

ま
れ
と
ば
か
り
の
蔀
ち
ゃ
ん
な
と
も
、

必
ず
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
調
査
で
は
、
結
果
を

一
日
も
早
く
利
用
で
き
る
よ
う
配
付
し

た
調
査
票
を
白
按
機
械
に
か
け
て
集
計

し
ま
す
の
で
、
汚
し
た
り
、
折

っ
た
り

し
な
い
よ
う
、
ま
た
、
必
ず
黒
鉛
筆
で

記
入
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

制
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
他
に
も
ら
し
た
り
、
統
計
以
外
の

目
的
に
使
う
こ
と
は
、
法
律
で
も
禁
止

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
正

し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
皆

さ
ん
の
理
解
あ
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

・"

1 

-
四
格
技
の
合
同
演
武
大
会

町
内
に
あ
る
柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、

空
子

の
各
辿
明
叫
が
一
党
に
会
し
て
錬
成
の
成
川
本
や

基
本
型
を
般
民
し
よ
う
と
、
同
の
「
武
道
凶

武
大
会
」
が
八
月
三
卜
円
夜
、
川
民
セ
ン
タ

ー
で
附
か
れ
、
格
技
の
作
法
や
妙
技
の
気
迫

で
観
衆
を
う
主
ら
せ
る
ふ
ん
い
気
で
し
た
。

|
|
|
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¥.¥¥=1えの古元医
前月に
比べて

人口 9.700(-4) 
男 4.755(-3) 
女 4.945(-1 ) 
世帯 2.638(-3) 

(7!1川現在の)
住民基本台帳人口/

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

沢

谷

川

η

(
芳
博
二
%
)
末
広
阿

佐
々
木
由
香
(
一
治

二
女

)

御

影

=広報E

トヒベyク又• 議f:t

(10) 

， 

-
家
族
そ
ろ
っ
て
町
民
体
育
祭

雲
ひ
と
つ
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
た
九

月
七
日
、
今
金
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町
民

体
育
祭
が
附
か
れ
ま
し
と
。

町
内
会
単
位
の
総
合
優
勝
は
南
町
に

が
い
取
が
あ
が
り
、
二
位
東
町
、

三
位

は
昭
町
で
し
た
が
、
ど
の
チ
ム
も
家

族
ぐ
る
み
の
出
場
で
応
援
合
戦
も
に
ぎ

や
か
。
日
ご
ろ
運
動
不
足
の
大
人
た
ち

も
楽
し
く
参
加
し
た

一
日
で
し
た
。

、
， 

中
塚
め
ぐ
み
(
栄

一

二

女

)

光

台

本

肝

此

之
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弘

長

男
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金
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久
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長
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津
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金
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下
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大
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正
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子
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金
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つ
ま
で
も
し
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わ
せ
に

加
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